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施設名

演題名
質向委員会の内容の周知率を向上させる

～議事録のフォーマット変更を行う～

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

質の向上委員会にて話し合っている研修やTQM活動の周知が施設全体に行えていない。

分類

チーム名

活動回数

リーダー名
（職種）

活動期間

6 回

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

発表者（職種）

（指   標）　周知率62.5％

（目標値）　周知率100％

現在周知するために使用している議事録を改変し、全職員が確認するようにした。

（実施前）　周知率62.5％

（実施後）　周知率100％

月に一度の委員会にて必ずサインを行えているかの確認を行う。
マニュアルを作成し、各部署保管用ファイルの裏表紙に貼り付けを行った。

吉田
よしだ

　卓
すぐる

　（ 作業療法士 ）ケアセンターけやき

④無駄の削減や能率向上、業務環境の改善をめざすもの

④その他

平成 29 年 6 月 ～ 11 月

取り組種別 問題解決型

吉田　卓　（ 作業療法士 ）

味村　陽子 介護福祉士

勝又　達也 居宅支援専門員

伊藤　志乃 看護師

作業療法士

介護福祉士前田　和音

松坂　加奈子 介護福祉士

質向委員会

④組織全体で取り組んだ活動

吉田　卓
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テーマ選定で問題点を募った際出た意見として研修の日程が周知できていない、質の向上委
員会という委員会がどんな委員会かわかっていない、議事録を見たことがないという意見が
上がった。これらの根本の原因を考えるとそもそも委員会の内容が全職員に行き届いていな
い状態であった。

【要因解析】

【目標設定】

【現状把握】

議事

録？

委員会内容周知率を62.5％⇒100％

質の向上委員

会ってなに

やってんの？

研修今日

だったんだ
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【対策の立案と実施】

P D

CA

部署内全員がサインできるように改変

サインを忘れてしまう人がいる
期日を設け(月末)それまでにサインが行わ
れていない場合、委員が促す

委員会に参加できないと確認が行えない委員会不参加時は他部署の委員に委託する

Planのサイクルは定着している
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【反省と今後の進め方】

【標準化と管理の定着】

【効果の確認】

一度目のPDCAサイクルでは
80％前後であったが、再対策を
行うことで100％まで上げること
ができた。
波及効果として議事録の抜けが
なくなったということと、研修の参
加率が向上したことが有形効果
としてみられ、無形効果としては
職員個々の委員会活動への意
識が向き、検収日の再確認など
が少なくなった。


